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FoodCASは、皆様が販売されている食品の添加物の配合比が、
法令で定めれている使用基準に適合しているか否かを検査、検証
する為のシステムでは有りません

スーパーマーケット・食品小売業者の方々が、
お弁当・オードブル・お寿司・焼肉セットなどを販売する際に義務
付けられている食品表示を出来るだけ簡単に、また、生活者に出来
るだけ解かりやすい表示を作成する事が目的です

添加物名は物質名表記でも結構ですが、一括名で表記が認められている
添加物は、出来れば一括名での登録をお願いします

※調味料（アミノ酸等）、調味料（核酸等）、調味料（有機酸等）、調
味料（無機塩等）の表記で纏められる物は、 （アミノ酸）（核酸）
（有機酸）（無機塩）と分けそれぞれの配合比の個別の記入をお願いい
たします。
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③

１．基本情報（ 1.1 栄養成分記入画面 ）

①原材料名（出力品名）は、ラベルに出力する一般名称を記入（例：肉焼売）

②原産地は、産地、製造地を記入（例：国内製造、中国製造、国産、ブラジル産 等）

③詳細（備考）の部分は、商品名や区別の為に必要な情報を記入（例：美味しい肉しゅうまい）

④重量ｇ（１袋・１PK）は、中身の総重量を記入（例：１パッケージで1000ｇの場合は1000と記入）

⑤実質量（実質数値）単位は、重量又は平均個数等わかりやすい物を記入（例：100「枚」、50「袋」）

⑥単位原価は、１袋、１PK等の現場で封を開ける最低単位の販売価格を記入
（例：１袋で800円なら800と記入、直納品で無く不明な場合は０と記入）

⑦仕入れ先・商品コード（ユーザー間自社コード）・発注単位は、わかる範囲で記入

⑧商品管理コードはJANコードを記入
JANコードがない場合は自社で管理している商品の管理番号を記入

⑨発売日は、商品の販売開始日時を日時形式でを記入（例：2025/4/10）

⑩熱量・蛋白質・脂質・炭水化物・食塩相当量は、仕様書通りに記入

⑪１PKに変換は、記入した栄養成分を総重量に合わせて記入（詳しくは次ページで説明）

⑫栄養成分記入単位は、入力頂いた単位をプルダウンより選定

実質量の記入例
ウインナー１㎏袋に８０本入っていれば、重量ｇには１０００、実質量は８０（本）
８０gのメンチカツが４０個入り、重量ｇには３２００、実質量には４０（個）
春雨サラダ１㎏袋の場合、重量ｇには１０００、実質量にも１０００（ｇ）
小袋醤油５ml×500入りの場合、重量ｇは２５００、実質量は５００（袋）

① ② ⑪
飽和脂肪酸・食物繊維は表示を推奨されています。
ナトリウムも必須ではありませんが、
可能な限り記入をお願いいたします。

記入頂いた企業名・記入者・記入日を必ず記入して下さい

④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑦⑧ ⑨ ⑩ ⑫
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1. 基本情報（ 1.2 栄養成分記入例）

栄養成分を総重量（１袋・１パッケージ）に変換する数値を１PKに変換のセルに記入してください。

その他記入例

液体類等、比重の関係で重量ｇと実質量（ｃｃ・ｍｌ）
が異なる場合、上記表の通り記入ください

１PKに変換の数字は、栄養成分の単位に合わせて記入ください
１００ｇ当りで記入の場合は、重量ｇで変換
１００ｍｌ当りで記入の場合は、実質量（ｍｌ）で変換

液体入力（比重）

固形物＋タレ（分離が不可能な場合）

固形物＋水分（水分は捨てる場合）

ミートボール固形２５ｇ×４０個＝１０００ｇ タレ１５０g
合計１１５０を重量ｇに、固形物の数４０を実質量に記入ください

栄養成分は、タレを含んだ数値になるように記入ください

水分は記入せず、可食部だけの重量を記入ください 栄養成分は可食部のみの数値になるよう記入ください

「総重量」、「栄養成分（熱量・蛋白質・脂質・炭水化物・食塩相当量）」、「１PKに変換」、「栄養成分記入
単位」は、それぞれ連動した項目です。「総重量」と栄養成分の記入に用いた「栄養成分記入単位」に応じて
「１PKに変換」の数値の調整を行ってください。

例１：１個80ｇのメンチカツ 40個入りの場合 （8０ｇ×4０個 総重量 ３２００ｇ）
栄養成分を１枚当たりで記入した場合、１袋（若しくはパッケージ）に40枚入りなので「40」と入力
栄養成分を100ｇ当りで記入した場合、総重量が3200ｇなので１袋の栄養成分にする為には32倍、よって「32」と入力
栄養成分１袋当りで記入した場合、栄養成分の変更は必要ないので １と入力

例２：1袋1000ｇの春雨サラダの場合
栄養成分を100ｇ当りで記入した場合、総重量が1000ｇなので１袋の栄養成分にする為には１０倍、よって「10」と入力
栄養成分を１袋当りで記入した場合、栄養成分の変更は必要ないので「1」と入力

例２：1袋５mlの小袋醤油 ５００袋入りの場合 （５ml×５００袋 総重量 ２５００ｇ）
栄養成分を100ml当りで記入した場合、 総重量は2500ｇなので全体の栄養成分にする為には 25倍、よって「25」と入力
栄養成分を小袋１袋当たりで記入した場合、１パッケージに500袋入りなので「500」と入力
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２．原材料名入力方法

纏め表記

基本の記入方法

3. 添加物・アレルゲン登録方法

記入している対象商品のセルを選択し、
添加物 アレルゲン 登録ボタンをクリックすると下記、添加物/アレルゲン登録フォームが出現します

添加物・アレルゲンは必ずこのフォームでの登録をお願いします

食品表示法では、原材料・添加物共に重量順での表記が義務付けられています。
④の添加物の配合率は必ず記入してください。

①の検索窓に添加物名称の最初の文字を入力ください。
添加物の絞込みを行う場合には、数文字入力ください。
文字数が多ければ多いほど、絞込みができます。
（用途名での検索ではなく、物質名で検索をしてください）

検索した添加物候補が②の窓に一覧表示されます。
用途・添加物名が合致した物をダブルクリックしてください。
（用途名がある物は、用途と名称の組合せにご注意ください。）

②で選択した添加物が、③の窓に表示されます、
添加物名をクリックし青帯がついた状態にしてください。

③で青くなった添加物の配合比を、④の窓で入力し、
⑤の登録ボタンをクリックしてください。
③に出現している添加物すべてに対して配合比を入力ください。

③に表示されている添加物の配合比の登録がすべて完了後
⑥の確定ボタンをクリックしてください。
フォーマット該当箇所に添加物が出力されます。

①
①

②
②③

③

➃

➃

⑤
⑤

⑥

⑥

極微量（数値として表せないもの）については０を入力ください。
（配合比が未入力の場合でも、システム上、添加物は省略されません。）
添加物は重量順に表示する事が義務付けられていますので、
極微量以外の配合比は必ず記入をお願いします。

登録された添加物・アレルギーは個々の原材料に含まれる物ではなく、登録いただいた商品に含まれる添加物・アレルギーです。
原材料の真下の行枠に入るものではありません。あくまで登録頂いた商品の全体での添加物・アレルギーです。

・原材料名はExcelシート「登録用フォーマット」W列の奇数行（上段）から記入ください。
・原材料名は重量順に左から１つのセルに１原材料ずつ、空白セルを作らず左詰めで記入ください。
・原材料で一番重量の重い物に（産地・製造国）を記入して下さい。
・原材料は、可能な限りまとめ表記して記入ください。

例：野菜（トマト、たまねぎ、にんじん、にんにく、セロリ、パセリ）
・５％未満であればその他表記も選択できるため、原材料の配合比が５％未満の物は赤文字で記入ください。

©2026T-Must



記入の際の注意点

連絡事項の例
・実質量は、平均値で必ず個数を保証するものでは有りません
・使用している魚肉は、エビ、カニを捕食している可能性が有ります
・情報は○○年○○月の物で変更になる可能性があります

※実際のラベル写真等、ユーザー様に伝えたい情報がある場合
原材料名欄を黄色ベタに変更し、自由書式で記入ください。

フォーマット提出時に、フォーマット名を〈２０２５０５１９＿株式会社○○〉
のように提出日・企業名が分かるファイル名にして提出ください。

原材料の項目に、水などの原材料表記に必要無い情報は記入しないでください。
添加物・アレルゲンの項目に、その他・キャリーオーバー等の文字を絶対に直接入力しないでください。

注意喚起・一括表示画像など連絡したい事項等がある場合
登録用フォーマットに直接記入、貼付けは行わないでください。

連絡が必要な場合、対象商品の原材料名セルを黄色ベタに変更、連絡事項シートに原材料名を
記入の上、連絡事項を記入してください。

※ 調味料の場合、調味料（アミノ酸等）など【等】でまとめないでください。
（アミノ酸）（核酸）（有機酸）（無機塩）と分けそれぞれの配合比の入力をお願いします。

※ 添加物・アレルゲンの登録時、検索は正式名称でしかヒットしません。

※ 添加物は重量順に記載することが義務付けられています。
添加物の配合比は必ず記入して頂くようお願いします。

※ 添加物の配合比が極微量の物については、０．０００％と記入ください。
添加物名は省略される事なく、表示されますので、必ず極微量の添加物も登録をお願いします。

※ キャリーオーバーになる添加物は登録の必要がありません。
添加物の項目に登録してしまうと、キャリーオーバーも表示されてしまいます。
極微量は必ず登録し、キャリーオーバーは登録しないようお願いします。

※ 添加物にアレルゲン（特定原材料等由来の食品添加物）が含まれる場合。
アレルギーを忘れずに登録して下さい。（別途アレルゲンの登録をお願いします）
例：ガゼインNa（乳由来）・レシチン（卵由来）・酵素（小麦由来）等

※ 原材料名記入時に、配合比５％未満の物については文字色を赤に変更してください。

添加物・アレルゲンボタンを使用せず直接入力をしている場合、商品名の前の上段に■の表示が付きます
フォームを使用して正式に登録して頂ければ商品名の前には何も表示されません
添加物の配合比が未記入の場合、商品名の下段に■の表示が付きます
カラーエラー表示が付いている時には、システムへの取込みが出来ません。必ず手順に沿って入力下さい

正しい入力が行われていないと、再提出の必要が有ります。ご協力をお願いします

エラー表示
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各ボタン機能説明

エラーチェック機能です。記入後は必ずエラーチェックをお願いいたします。
※未エラーチェックのファイルではフォーマットファイルを閉じることができないのでご注意ください。

記入ミス（数字入力項目に数字以外が入力されていた場合等）
必須項目の記入漏れ、セルの結合をしてしまった、手入力不可の場所に手入力を行っているか等を確認します。

注意：『エラーチェック』の為、入力頂いた数値や文字に対する入力の間違等はチェックする事が

出来ません。
重量・実質量・商品管理コード・適用開始日・栄養成分・１PKに変換するための数字等は十分に
注意し記入ください。

入力エラー項目があると、そのセルの背景色が赤ベタになります。
修正後、再度チェックボタンを押してください。
エラーが無ければ、元の背景色に戻ります。

出力品名を「原材料名（ ）」の形に自動変換できる機能です。
変換したい出力品名をアクティブにし、ボタンをクリックしてください。
春雨サラダ（緑豆春雨（中国産）、糖類（ぶどう糖果糖液糖、砂糖）、醸造酢、きくらげ、人参、わかめ、
ごま油、食塩、ごま、しょうが）のように原材料名を自動変換します。

原材料フォーマットに記入したデータが別シートで一覧出力されます。

フォーマットに記入した原材料は、各シート分けて出力されます。
同じ出力品名があった場合、重複商品のタブに名称は表示されません。
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上記の様に添加物と配合比を入力頂いた場合
Food CASを使用して出力すると下記の様に表示されます

最終出力イメージ

増粘剤のリン酸架橋デンプンは加工澱粉に短縮し、
増粘剤（グァーガム）と糊料（キサンタン）は「増粘多糖類」に
集約、重量比較し、糊料（加工澱粉、増粘多糖類）で表示

加工でんぷんは、加工澱粉に文字数短縮

酸化防止剤（L-アスコルビン酸）は、V.Cに変換
ピロ亜硫酸ナトリウムは、亜硫酸塩に変換
配合比較し、酸化防止剤（V. Ｃ、亜硫酸塩）で表示

ターメリック色素は、着色料（ウコン）に短縮、
着色料（ラック）と纏めて、着色料（ウコン、ラック）で表示

添加物の配合比を入れて頂ければ、集約して重量順に並びます

集約（ ）内も重量順に並びます

通常、このままであれば下記表示ですが

上記の例のように、単品出力時に自動集約しますので、用途名をつけ、添加物を個別に入力してください。

調味料（アミノ酸）と調味料（有機酸）を重量比較し、配合比の
多い（アミノ酸等）に集約

甘味料（アスパルテーム）は（フェニルアラニン）を自動追記

記入方法が分からない、ご質問等が御座いましたら下記までお問い合わせ下さい

株式会社T-Must
 
   〒811‐1346

   福岡市南区老司５丁目 50‐47‐5
     

        092‐985‐9450 
 

E-Mail info@t-must.com

URL ： https://t-must.com
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